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	第35回　北信越医療ソーシャルワーク研究会
	ソーシャルワーカーの 　　価値・倫理を問い直す
	日時：２０２６年１０月１1日（日）
	場所：福井県国際交流会館 （福井市宝永3-1-1）
	　本研究会では、医療ソーシャルワーカーが日々の実践の中で大切にしてきた価値や倫理についてあらためて見つめ直し、これからの実践を展望します。 　厚生労働省は、23年ぶりに医療ソーシャルワーカーの業務指針を改正し、「意思決定支援」を重要な役割として位置づけました。身寄りのない患者の入院治療や人生の最終段階における医療・ケアなど、患者の多様な価値観を尊重した支援が一層求められています。 講演会、分科会を通して実践を振り返り、北信越各県の仲間とともに議論を深めながら、これからの医療ソーシャルワークの可能性をともに考えましょう。
	大会長　　　三嶋　一輝（福井大学医学部附属病院） 実行委員長　木村　多佳子（福井県立大学）




